
次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 及 び 女 性 活 躍 推 進 法 に 基 づ く  

社 会 福 祉 法 人 悠 遊  行 動 計 画  
 
 
 職 員 が 、 仕 事 と 子 育 て を 両 立 さ せ る こ と が で き 、 職 員 全 員 が 働 き や す

い 環 境 を 作 る こ と に よ っ て 、 全 て の 職 員 が そ の 能 力 を 十 分 に 発 揮 で き る

よ う に す る た め 、 次 の よ う に 行 動 計 画 を 策 定 す る 。  
 
 
１ 、 計 画 期 間  
   令 和 8 年 4 月 1 日 ～ 令 和 1 0 年 3 月 3 1 日  
 
２ 、 内 容  
  ● 目 標 １  男 性 の 育 児 休 業 取 得 者 を １ 人 以 上 と す る 。  
 
   対 策   ・令 和 8 年 1 0 月    育 児 休 業 及 び 子 の 看 護 休 暇 取 得 促

進 の た め の パ  ン フ レ ッ ト 等 を 作

成 し 、 掲 示 等 に よ り 周 知 す る 。  
 

・ 令 和 9 年 4 月     情 報 収 集 と 職 員 の 具 体 的 な ニ ー ズ

調 査  
 
  ● 目 標 ２  産 前 産 後 休 業 や 育 児 休 業 、 育 児 休 業 給 付 、 育 休 中 の 社 会

保 険 料 免 除 な ど 制 度 の 周 知 の た め の 研 修 会 を 年 に 1 回 以

上 行 う 。  
 
   対 策   ・ 令 和 8 年 1 0 月    制 度 の 内 容 を 職 員 へ 周 知  
        

・ 令 和 9 年 4 月     情 報 収 集 と 職 員 の 具 体 的 な ニ ー ズ

調 査  
 

● 目 標 ３  全 職 員 の 月 平 均 残 業 時 間 を 5 時 間 以 上 削 減 さ せ る 。  
 
対 策   ・令 和 8 年 4 月 ～    全 社 員 の 残 業 時 間 を 適 切 に 把 握  

す る 。  
・ 令 和 8 年 7 月 ～    労 働 時 間 の 管 理 に つ い て の 管 理  

職 研 修 を 計 画 期 間 中 に 行 う  
・ 令 和 8 年 7 月 ～    所 定 外 労 働 の 多 い 社 員 に 個 別 に  

働 き か け を 行 う 。  
 

● 目 標 ４    管 理 職 男 女 比 と 全 労 働 者 男 女 比 が 同 程 度 に な る よ う に

女 性 管 理 職 を 7 0 ％ 台 ま で 増 や す 。  
 
   対 策   ・ 令 和 8 年 5 月 ～   男 女 公 正 な 待 遇 と な っ て い る か 検

証 ・ 見 直 し を 行 う 。  
              ・ 令 和 8 年  9 月 ～   管 理 職 ・ リ ー ダ ー 候 補 と な る 男 女

職 員 に 対 し て 育 成 研 修 を 実 施 す る 。 


